
中
島
滋
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
で
宮
武
利
江

文
学
部
教
授
が
文
教
大
学
第
14
代

学
長
に
就
任
し
た
。

宮
武
新
学
長
は
、
１
９
６
３
年

９
月
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
筑
波
大

学
第
一
学
群
人
文
学
類
卒
業
、
筑

波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
芸
・

言
語
研
究
科
単
位
取
得
満
期
退
学

（
文
学
修
士
）。
東
京
成
徳
短
期
大

学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
文
教
大

学
に
着
任
し
、
２
０
１
２
年
よ
り

教
授
。
教
務
委
員
長
、
文
学
部
長
、

付
属
図
書
館
長
等
を
歴
任
。
専
門

領
域
は
日
本
語
学
（
日
本
語
史
）

で
、
中
古
仮
名
文
学
作
品
に
お
け

る
語
彙
の
用
法
や
、
語
義
の
変
遷

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
主
要
論

文
に
「
古
語
「
得
」
と
現
代
語
「
得

る
」
の
用
法
に
つ
い
て
―
「
罪
を

得
る
」
の
違
和
感
を
解
く
」（
北
京

大
学
『
日
本
語
言
文
化
研
究
』
第

11
号
・
２
０
１
７
年
）、
な
ど
が

あ
る
。

文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
人
間
愛
」
で
あ
り
、
他
者
を
尊
重

し
、
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
教
育
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
多
様
性
が

重
視
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

在
籍
す
る
学
生
も
教
職
員
も
皆
が

お
互
い
を
尊
重
し
認
め
合
う
、
そ

し
て
誰
も
が
個
人
の
特
性
を
生
か

し
て
活
躍
で
き
る
「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
大
学
」
と
し
て
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
、
新
学
長
の
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。

文
教
大
学

文
教
大
学 
学
長

宮み
や

武た
け 

利と
し

江え

２
０
２
４
年
４
月
１
日
付
で
福

岡
女
学
院
大
学
・
同
短
期
大
学
部

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０

２
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

副
島
雄
児
学
長
は
１
９
８
６
年

３
月
に
九
州
大
学
理
学
研
究
科
博

士
課
程
を
修
了
。
同
年
２
月
か
ら

旧
西
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
ラ
ン
ド
大

学
研
究
員
、
１
９
８
７
年
に
九
州

大
学
理
学
部
助
手
と
し
て
着
任
。

そ
の
後
、
同
学
部
助
教
授
、
基
幹

教
育
院
教
授
を
経
て
２
０
２
３
年

３
月
定
年
退
職
に
よ
り
35
年
間
の

九
州
大
学
勤
務
を
終
え
た
。
こ
の

間
、
総
長
特
別
補
佐
、
副
理
事
を

兼
務
し
た
。

理
学
博
士
。
専
門
は
結
晶
物
理

学
で
、
Ｘ
線
・
電
子
線
・
中
性
子

線
回
折
を
手
段
と
し
た
結
晶
構
造

解
析
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
を
利

用
し
た
異
常
分
散
効
果
の
構
造
解

析
へ
の
応
用
研
究
を
進
め
て
き
た
。

教
育
業
務
で
は
、
九
州
大
学
が
２

０
０
１
年
に
開
始
し
た
学
部
横
断

型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
21
世
紀

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
担
当
し
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
高
等
教
育
の
実
践
と

そ
の
成
果
の
検
証
に
当
た
っ
た
。

福
岡
女
学
院
は
２
０
２
５
年
に

創
立
１
４
０
年
を
迎
え
る
。
学
長

と
し
て
、
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
守

り
な
が
ら
、
現
代
に
求
め
ら
れ
る

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

福
岡
女
学
院
大
学

福
岡
女
学
院
大
学 

学
長

副そ
え

島じ
ま 

雄ゆ
う

児じ
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曄
道
佳
明
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
杉
村
美
紀
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。
上
智
大
学
創
立
以
来
、

初
の
女
性
学
長
で
あ
る
。

杉
村
新
学
長
は
、
１
９
６
２
年

生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
お
茶
の
水

女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒
業
、
１

９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９

９
２
年
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

１
９
９
８
年
博
士
（
教
育
学
）。

２
０
０
２
年
に
上
智
大
学
専
任

講
師
に
着
任
。
２
０
１
３
年
上
智

大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科

教
授
、
２
０
１
４
年
学
術
交
流
担

当
副
学
長
、
２
０
１
７
年
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
等
を
歴

任
し
、
２
０
２
４
年
よ
り
上
智
大

学
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に

就
任
中
。
専
門
は
比
較
教
育
学
、

国
際
教
育
学
、
多
文
化
教
育
論
。

本
学
の
教
育
精
神
で
あ
る
「
他

者
の
た
め
に
、
他
者
と
共
に
」
に

掲
げ
る
他
者
と
は
、
社
会
的
弱
者

か
ら
危
機
や
困
難
に
苦
し
む
人
々

ま
で
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
の
こ

と
。
豊
か
な
人
間
性
を
有
し
、
社

会
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む

「
他
者
に
寄
り
添
う
」
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
す
。

上
智
大
学

上
智
大
学 

学
長

杉す
ぎ

村む
ら 

美み

紀き

河
野
訓
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
１
日
付
で
齋
藤
平
文
学
部
教

授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

齋
藤
新
学
長
は
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
皇
學
館
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
博

士
（
文
学
）。
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
に
皇
學
館
大
学
助
手
。
そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授
、
准
教
授

を
経
て
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
教
授
。
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
長
、
学
生
部
長
、
副

学
長
を
務
め
た
。

専
門
分
野
は
、
日
本
語
学
・
社

会
言
語
学
で
、
１
９
３
３
（
昭
和

８
）
年
三
陸
地
震
津
波
記
念
碑
に

関
す
る
伝
承
の
研
究
、
三
重
県
方

言
の
記
述
的
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
。
研
究
面
の
み
な
ら
ず
小

学
校
校
歌
の
作
詞
や
三
重
県
民
手

帳
の
付
録
「
三
重
弁
辞
典
」
の
制

作
な
ど
、
地
域
文
化
の
発
信
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

本
学
は
、
来
る
２
０
３
２
（
令

和
14
）
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。
神
道
を
基
盤
と
し
て
、

神
職
養
成
、
教
員
養
成
や
地
域
自

治
体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
点
で
も
定
評
が
あ

る
。
神
宮
御
鎮
座
の
伊
勢
と
い
う

土
地
で
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で
き

た
風
格
を
保
ち
な
が
ら
、
現
代
的

課
題
の
解
決
に
も
果
敢
に
取
り
組

む
学
風
が
、
皇
學
館
大
学
に
は
備

わ
っ
て
い
る
。

皇
學
館
大
学

皇
學
館
大
学 

学
長

齋さ
い

藤と
う 

平
た
い
ら
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曄
道
佳
明
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
杉
村
美
紀
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。
上
智
大
学
創
立
以
来
、

初
の
女
性
学
長
で
あ
る
。

杉
村
新
学
長
は
、
１
９
６
２
年

生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
お
茶
の
水

女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒
業
、
１

９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９

９
２
年
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

１
９
９
８
年
博
士
（
教
育
学
）。

２
０
０
２
年
に
上
智
大
学
専
任

講
師
に
着
任
。
２
０
１
３
年
上
智

大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科

教
授
、
２
０
１
４
年
学
術
交
流
担

当
副
学
長
、
２
０
１
７
年
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
等
を
歴

任
し
、
２
０
２
４
年
よ
り
上
智
大

学
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に

就
任
中
。
専
門
は
比
較
教
育
学
、

国
際
教
育
学
、
多
文
化
教
育
論
。

本
学
の
教
育
精
神
で
あ
る
「
他

者
の
た
め
に
、
他
者
と
共
に
」
に

掲
げ
る
他
者
と
は
、
社
会
的
弱
者

か
ら
危
機
や
困
難
に
苦
し
む
人
々

ま
で
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
の
こ

と
。
豊
か
な
人
間
性
を
有
し
、
社

会
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む

「
他
者
に
寄
り
添
う
」
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
す
。

上
智
大
学

上
智
大
学 
学
長

杉す
ぎ

村む
ら 

美み

紀き

河
野
訓
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
１
日
付
で
齋
藤
平
文
学
部
教

授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

齋
藤
新
学
長
は
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
皇
學
館
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
博

士
（
文
学
）。
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
に
皇
學
館
大
学
助
手
。
そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授
、
准
教
授

を
経
て
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
教
授
。
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
長
、
学
生
部
長
、
副

学
長
を
務
め
た
。

専
門
分
野
は
、
日
本
語
学
・
社

会
言
語
学
で
、
１
９
３
３
（
昭
和

８
）
年
三
陸
地
震
津
波
記
念
碑
に

関
す
る
伝
承
の
研
究
、
三
重
県
方

言
の
記
述
的
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
。
研
究
面
の
み
な
ら
ず
小

学
校
校
歌
の
作
詞
や
三
重
県
民
手

帳
の
付
録
「
三
重
弁
辞
典
」
の
制

作
な
ど
、
地
域
文
化
の
発
信
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

本
学
は
、
来
る
２
０
３
２
（
令

和
14
）
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。
神
道
を
基
盤
と
し
て
、

神
職
養
成
、
教
員
養
成
や
地
域
自

治
体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
点
で
も
定
評
が
あ

る
。
神
宮
御
鎮
座
の
伊
勢
と
い
う

土
地
で
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で
き

た
風
格
を
保
ち
な
が
ら
、
現
代
的

課
題
の
解
決
に
も
果
敢
に
取
り
組

む
学
風
が
、
皇
學
館
大
学
に
は
備

わ
っ
て
い
る
。

皇
學
館
大
学

皇
學
館
大
学 

学
長

齋さ
い

藤と
う 

平
た
い
ら
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日
比
野
英
子
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１

日
か
ら
学
長
に
就
任
。

１
９
５
４
年
富
山
県
高
岡
市
に

生
ま
れ
、
京
都
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
後
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
で
所
定
の
研
究

指
導
認
定
を
受
け
た
後
、
岐
阜
経

済
大
学
（
現
・
岐
阜
協
立
大
学
）

助
教
授
、
京
都
大
学
経
済
学
部
お

よ
び
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授
を
経
て
、
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
京
都
橘
大
学
教
授
に
就
任
。
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
等
を
歴
任
。

専
門
は
、
地
域
経
済
学
、
地
方

自
治
論
、
近
現
代
日
本
経
済
史
で

あ
り
、
日
本
地
域
経
済
学
会
会
長
、

自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
を
務

め
た
。
主
著
に
『
地
域
づ
く
り
の

経
済
学
入
門
』
等
が
あ
る
。
経
済

学
博
士
。

橘
女
子
大
学
を
前
身
と
す
る
京

都
橘
大
学
は
、
今
や
９
学
部
15
学

科
５
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学

へ
と
発
展
、
来
年
４
月
に
は
さ
ら

に
１
学
部
３
学
科
の
新
設
を
予
定

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
総
合
大
学
の
良
さ
を
生

か
し
、
本
学
の
教
学
理
念
で
あ
る

「
自
立
・
共
生
・
臨
床
の
知
」
を
よ

り
進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

京
都
の
地
に
根
差
し
た
京
都
橘
ら

し
い
大
学
づ
く
り
に
励
む
所
存
で

あ
る
。

京
都
橘
大
学

京
都
橘
大
学 
学
長

岡お
か

田だ 

知と
も

弘ひ
ろ

２
０
２
５
年
４
月
１
日
付
で
小

西
聖
子
教
授
が
新
学
長
に
就
任
し

た
。
小
西
新
学
長
は
１
９
５
４
年

愛
知
県
生
ま
れ
。
１
９
７
７
年
東

京
大
学
教
育
学
部
教
育
心
理
学
科

卒
業
、
１
９
８
８
年
筑
波
大
学
医

学
専
門
学
群
卒
業
、
医
師
免
許
取

得
。
１
９
９
２
年
筑
波
大
学
大
学

院
博
士
課
程
医
学
研
究
科
修
了

（
博
士
（
医
学
））。
１
９
９
３
年

東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現
・
東
京

科
学
大
学
）
で
日
本
初
の
犯
罪
被

害
者
相
談
室
を
設
立
。
１
９
９
９

年
武
蔵
野
女
子
大
学
（
現
・
武
蔵

野
大
学
）
人
間
関
係
学
部
教
授
に

就
任
。
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
部

長
、
同
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科

長
、
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
長
、
副

学
長
を
歴
任
。

学
外
で
は
精
神
科
医
と
し
て
臨

床
に
従
事
。
性
犯
罪
の
刑
法
改
正

に
係
る
法
制
審
議
会
臨
時
委
員
を

二
度
務
め
、
内
閣
府
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
に
関
す
る
専
門
調
査
会

会
長
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
会

議
議
員
も
務
め
る
。
主
な
研
究
分

野
は
被
害
者
支
援
、
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
の
治
療
に
関
す
る
研
究
。

著
書
『
コ
コ
ロ
医
者
、
ホ
ン
を
診

る 

本
の
カ
ル
テ
10
年
分
か
ら
』
は

第
８
回
毎
日
書
評
賞
を
受
賞
。

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
は
昨
年

法
人
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

新
学
長
の
も
と
、
よ
り
一
層
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
す
。

武
蔵
野
大
学

武
蔵
野
大
学 

学
長

小こ

西に
し 

聖た
か

子こ
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山田 泰子 氏
日本郵便株式会社 切手デザイナー
インタビュー全文はこちらから

大学時報では毎号、著名人のインタビューを掲載しています。取材では、プロフェッショナルとして
の仕事に対する思いや、大学時代のご様子、教育に対する考えなども時に交えた熱いトークを展
開。メッセージ動画も公開中ですのでぜひご覧ください！

クローズアップ・
インタビュー

Pick
 Up！

メッセージ動画は
こちらから
ご覧ください。

鈴木 俊貴 氏
動物言語学者、東京大学 准教授
インタビュー全文はこちらから

入
澤
崇
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
で
安
藤
徹
文

学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

安
藤
学
長
は
１
９
６
８
年
岐
阜

県
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
名
古
屋

大
学
文
学
部
卒
業
、
１
９
９
２
年

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
、
１
９
９
７
年
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
１

９
９
８
年
博
士（
文
学
）学
位
取
得
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

を
経
て
、
２
０
０
０
年
龍
谷
大
学

文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、

２
０
１
０
年
に
教
授
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
図
書
館
長
、
文
学
部
長
、

副
学
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
て

い
る
。

専
門
は
日
本
古
典
文
学
、
特
に

『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
平

安
朝
文
学
。
著
書
に
『
源
氏
物
語

と
物
語
社
会
』、『
日
本
文
学
か
ら

の
批
評
理
論
：
亡
霊
・
想
起
・
記

憶
』（
共
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

龍
谷
大
学
で
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
、
創
立
４
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
９
年
度
の
「
龍
谷
大
学

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
到
達
点
と
し

て
設
定
し
た
20
年
間
に
及
ぶ
長
期

計
画
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
４
０

０
」
を
展
開
し
て
い
る
。「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
『
旅
』
― 

変

革
の
加
速
へ
―
」
と
い
う
副
題
の

も
と
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
第

２
期
中
期
計
画
で
は
、
今
年
度
も

含
め
て
さ
ら
に
３
年
間
に
わ
た
っ

て
諸
事
業
を
意
欲
的
に
推
進
し
て

い
く
。

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学 

学
長

安あ
ん

藤ど
う 

徹
と
お
る
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入
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前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
で
安
藤
徹
文

学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

安
藤
学
長
は
１
９
６
８
年
岐
阜

県
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
名
古
屋

大
学
文
学
部
卒
業
、
１
９
９
２
年

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
、
１
９
９
７
年
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
１

９
９
８
年
博
士（
文
学
）学
位
取
得
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

を
経
て
、
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０
０
０
年
龍
谷
大
学

文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、

２
０
１
０
年
に
教
授
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
図
書
館
長
、
文
学
部
長
、

副
学
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
て

い
る
。

専
門
は
日
本
古
典
文
学
、
特
に

『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
平

安
朝
文
学
。
著
書
に
『
源
氏
物
語

と
物
語
社
会
』、『
日
本
文
学
か
ら

の
批
評
理
論
：
亡
霊
・
想
起
・
記

憶
』（
共
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

龍
谷
大
学
で
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
、
創
立
４
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
９
年
度
の
「
龍
谷
大
学

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
到
達
点
と
し

て
設
定
し
た
20
年
間
に
及
ぶ
長
期

計
画
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
４
０

０
」
を
展
開
し
て
い
る
。「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
『
旅
』
― 

変

革
の
加
速
へ
―
」
と
い
う
副
題
の

も
と
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
第

２
期
中
期
計
画
で
は
、
今
年
度
も

含
め
て
さ
ら
に
３
年
間
に
わ
た
っ

て
諸
事
業
を
意
欲
的
に
推
進
し
て

い
く
。

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学 
学
長

安あ
ん

藤ど
う 

徹
と
お
る
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D
iana Khor

（
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
）

法
政
大
学
総
長・グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
教

授
。
’94
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
社
会
学
）。
’25
３
月

よ
り
現
職
。

金
山 

愛
子
（
か
な
や
ま 

あ
い
こ
）

敬
和
学
園
大
学
学
長
。
’89
米
国
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了（M

.A. in G
reek

）。
専
門

は
英
文
学
。
敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
を
経

て
’23
よ
り
現
職
。

音 

好
宏
（
お
と 

よ
し
ひ
ろ
）

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門

は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
的

展
開
』ほ
か
。

藤
野 

圭
（
ふ
じ
の 

け
い
）

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
室
長
。
’15
上
智
学
院
入
職
、学
事
局
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
推
進
室
、総
務
局
総
務
グ
ル
ー
プ
を
経

て
、’24
よ
り
現
職
。

髙
橋 

武
（
た
か
は
し 

た
け
る
）

甲
南
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
。
’18

甲
南
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
’18
甲
南
大
学
入
職
よ

り
現
職
。

佐
野 

竜
平
（
さ
の 

り
ゅ
う
へ
い
）

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
大
学
院
芸
術・メ
デ
ィ
ア・技
術
学
院
修
了（
博

士：知
識
創
造
論
）。
研
究
テ
ー
マ
は「
ア
ジ
ア
の
障

害
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
国
際
協
力
」。

齋
藤 

智
（
さ
い
と
う 

と
も
）

東
京
大
学
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
チ
ー

フ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
’17
放
送
大
学
大
学
院
文
化
科

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
修
士（
学
術
）。JSPS 

London

副
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、’24
よ
り
現
職
。

山
咲 

博
昭
（
や
ま
さ
き 

ひ
ろ
あ
き
）

広
島
市
立
大
学
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
講
師
。
’24
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。
博
士（
政
策
科
学
）。
関
西
大
学
事

務
職
員
を
経
て
、’23
よ
り
現
職
。

田
中 

正
弘
（
た
な
か 
ま
さ
ひ
ろ
）

筑
波
大
学
准
教
授
。
’04Institute of Education, 

U
niversity of London

修
了
。
最
終
学
位：PhD

 
in Education

。
主
著：Student Engagem

ent 
and Q

ualityAssurance in Higher Education

廣
田 

り
ょ
う
（
ひ
ろ
た 

り
ょ
う
）

学
校
法
人
福
岡
女
学
院
理
事
長
。
’79
早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部
卒
業
。
’16
九
州
大
学
大
学
院
医
学

系
学
府
医
療
経
営
管
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

銀
行
、学
校
法
人
久
留
米
大
学
等
を
経
て
現
職
。

河
村 

由
紀
彦
（
か
わ
む
ら 

ゆ
き
ひ
こ
）

龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
部
長
。

中
峯 

秀
之
（
な
か
み
ね 

ひ
で
ゆ
き
）

慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
。

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

志
鷹 

英
男
（
し
た
か 

ひ
で
お
）

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学
企
画
部
次
長
。
富
山
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
退
学
。

甲
野 

純
正
（
こ
う
の 

よ
し
ま
さ
）

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
教
育
開
発
部
部
長
。
’96
関
西
学
院
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
。

修
士（
地
理
学
）。

松
本 

孝
朗
（
ま
つ
も
と 

た
か
あ
き
）

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
、医
師
。
ほ
か
環

境
省
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
要
職
を
務
め
る
。
’83

長
崎
大
学
医
学
部
卒
業
。
’96
博
士（
医
学
）。
愛
知

医
科
大
学
医
学
部
助
教
授
を
経
て
’05
よ
り
現
職
。
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北
岡 

明
佳
（
き
た
お
か 

あ
き
よ
し
）

立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部
教
授
。
’91
筑
波
大
学

大
学
院
博
士
課
程
心
理
学
研
究
科
修
了
。
教
育
学

博
士
。
専
門
は
知
覚
心
理
学
。
主
著『
錯
視
入
門
』。

山
田 

春
菜
（
や
ま
だ 

は
る
な
）

拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
助
教
。
一
橋
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
同

大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て
現
職
。

小
檜
山 

ル
イ
（
こ
ひ
や
ま 

る
い
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長
。
国
際
基
督
教
大
学

大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
学
術
）。
’24
よ
り
現
職
。
近
著
に『
明
治
の

「
新
し
い
女
」』『
帝
国
の
福
音
』な
ど
著
書
多
数
。

安
部 

紀
芳
（
あ
べ 

き
よ
し
）

立
教
学
院
本
部
総
務
部
施
設
課
担
当
課
長
。
’94
日

本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
前
期

課
程
修
了
。
民
間
設
計
会
社
を
経
て
’08
８
月
学
校

法
人
立
教
学
院
に
入
職
。

宮
原 

秀
明
（
み
や
は
ら 

ひ
で
あ
き
）

大
阪
学
院
大
学
事
務
長
。

藤
田 

佳
久
（
ふ
じ
た 

よ
し
ひ
さ
）

愛
知
大
学
名
誉
教
授
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
理
学
博
士（
東
京
教
育

大
学
、地
理
学
）。
主
著『
東
亜
同
文
書
院
生
が
記

録
し
た
近
代
中
国
の
地
域
像
』。

大
櫃 

直
人
（
お
お
ひ
つ 

な
お
と
）

’88
関
西
学
院
大
学
卒
業
後
、富
士
銀
行
に
入

行
。
’24
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
み
ず

ほ
銀
行
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
支
援
事
業
を
手
掛
け
る
。

（
’25
３
月
現
在
）

外
川 

智
恵
（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。
同
大
学
卒
業
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
山
梨

放
送
を
経
て
フ
リ
ー
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。
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北
岡 

明
佳
（
き
た
お
か 

あ
き
よ
し
）

立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部
教
授
。
’91
筑
波
大
学

大
学
院
博
士
課
程
心
理
学
研
究
科
修
了
。
教
育
学

博
士
。
専
門
は
知
覚
心
理
学
。
主
著『
錯
視
入
門
』。

山
田 

春
菜
（
や
ま
だ 

は
る
な
）

拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
助
教
。
一
橋
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
同

大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て
現
職
。

小
檜
山 

ル
イ
（
こ
ひ
や
ま 

る
い
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長
。
国
際
基
督
教
大
学

大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
学
術
）。
’24
よ
り
現
職
。
近
著
に『
明
治
の

「
新
し
い
女
」』『
帝
国
の
福
音
』な
ど
著
書
多
数
。

安
部 

紀
芳
（
あ
べ 

き
よ
し
）

立
教
学
院
本
部
総
務
部
施
設
課
担
当
課
長
。
’94
日

本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
前
期

課
程
修
了
。
民
間
設
計
会
社
を
経
て
’08
８
月
学
校

法
人
立
教
学
院
に
入
職
。

宮
原 

秀
明
（
み
や
は
ら 

ひ
で
あ
き
）

大
阪
学
院
大
学
事
務
長
。

藤
田 

佳
久
（
ふ
じ
た 

よ
し
ひ
さ
）

愛
知
大
学
名
誉
教
授
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
理
学
博
士（
東
京
教
育

大
学
、地
理
学
）。
主
著『
東
亜
同
文
書
院
生
が
記

録
し
た
近
代
中
国
の
地
域
像
』。

大
櫃 

直
人
（
お
お
ひ
つ 

な
お
と
）

’88
関
西
学
院
大
学
卒
業
後
、富
士
銀
行
に
入

行
。
’24
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
み
ず

ほ
銀
行
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
支
援
事
業
を
手
掛
け
る
。

（
’25
３
月
現
在
）

外
川 

智
恵
（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。
同
大
学
卒
業
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
山
梨

放
送
を
経
て
フ
リ
ー
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。
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〈
お
断
り
〉 本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、 

で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。



題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
他
、
私
立
大
学
を
巡
る
諸
課
題
に

つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

● 
５
月
９
日
㈮

「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協

議
会
」
に
出
席

● 

５
月
13
日
㈫

第
２
回
常
務
理
事
会
、
第
２
回
理
事
会
に
出
席

● 

５
月
21
日
㈬

全
私
学
連
合
代
表
者
会
議
に
出
席

● 

５
月
27
日
㈫

第
３
回
常
務
理
事
会
、
第
３
回
理
事
会
に
出
席

● 

６
月
９
日
㈪

補
欠
理
事
選
考
委
員
会
に
出
席
、記
者
懇
談
会

に
出
席

● 

６
月
17
日
㈫

第
１
回
総
会
に
出
席

会
長
の
動
き

私大連TOPICS

令
和
７
年 

春
の
叙
勲
・
褒
章 

（
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

	

北
川	

薫

	
	

（
中
京
大
学
名
誉
教
授
）

	

進
士	

五
十
八

	
	

（
東
京
農
業
大
学
元
学
長
）

	

油
井	

雄
二

	
	

（
成
城
大
学
元
学
長
）

◆ 

瑞
宝
小
綬
章

	

山
野	

博
史

	
	

（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

私
大
連
役
員
と
報
道
関
係
者
と
で
意
見
交

換
を
行
う
記
者
懇
談
会
を
、
令
和
７
年
６
月

９
日
㈪
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
大
連
が
と
り
ま
と
め
た
『
文

理
横
断
教
育
の
実
践
と
推
進
』
並
び
に
『
成

長
分
野
へ
の
構
造
転
換
を
見
据
え
取
り
組
む

べ
き
施
策
―
私
立
大
学
理
工
農
系
分
野
の
量

的
・
質
的
充
実
と
持
続
的
発
展
―
』
を
題
材

に
、
私
立
大
学
が
果
た
す
役
割
や
今
後
の
課

記
者
懇
談
会
を
開
催

詳細は、私大連Webサイトを 
ご覧ください。

https://www.shidairen.or.jp/
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私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 5 . 0 5 - 0 6

Vol.12 獨協大学
前沢 浩子 学長（専門：英文学）
＜2025年2月公開＞

Vol.10 中京大学
梅村 清英 学長（専門：経済学）
＜2024年11月公開＞

Vol.9 武蔵野美術大学
樺山 祐和 学長（専門：絵画）
＜2024年10月公開＞　

Vol.11 立命館アジア太平洋大学
米山 裕 学長（専門：アメリカ史、日系移民史）
＜2025年1月公開＞

私大連Presents 学長インタビューシリーズ

学長 ときどき 私
YouTubeで
配信中!

１
日
の
終
わ
り
は
レコ
ー
ド
を

聴
い
て
過
ご
し
ま
す

変化の早い時代を、
しなやかに生き抜く
たくましさが必要

学生時代は図書館で
色々な本と出合うのが楽しかった

世
界
の
分
断
が
強
ま
る
中
、

違
い
を
乗
り
越
え
て
平
和
の
架
け
橋
に

｢自由であること」の意味や
価値を心に刻んで
生きてほしい

小
学
校
の
頃
は

漫
画
家
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す

学長の学生時代、研究の道に進んだきっかけ、プライベート
の過ごし方や高等教育への思いなど、学長という一人の人間
を通して私立大学で学ぶことの魅力を浮き彫りにします。

人の魅力が、
私立大学をつくる。

｢ほんとうの自分」は
見つけるものではなく
つくるもの

学長 ときどき 私 「一問一答編」

4学長が並ぶバラエティ豊かな番外編も!4学長が並ぶバラエティ豊かな番外編も!

趣味・特技を教えてください
人生で一度は行きたい場所は?
これから挑戦してみたいことは?
過去と未来、どちらに行ってみたいですか？
これだけは欠かせない「我が相棒」は?
若者たちにお薦めしたい本は?
大切にしている言葉、信条は?

乗馬やピアノは練習して
成長できるのがうれしい
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2025.9
NO.424

座談会「未来を創る、食のイノベーション」
特　集「未来の自分を描く低年次キャリア教育」
小特集「多様な分野における博士人材の活躍」

編集後記

だいがくのたから 仙台白百合女子大学 大学点描 国際武道大学
クローズアップ・インタビュー

青戸 慎司さん（中京大学スポーツ振興部副部長、ソウル・バルセロナ五輪陸上短距離代表、長野冬季五輪ボブスレー代表）

◆
本
号
で
は
大
学
に
お
け
る
学
生
参
加
を

特
集
し
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
を

企
画
・
推
進
す
る
学
生
職
員
、
学
生
募
集

広
報
を
担
う
学
生
、
語
学
学
習
と
地
域
貢

献
を
結
び
つ
け
た
新
た
な
学
び
の
創
出
、

さ
ら
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
支
援
を
通

じ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
構
築

に
貢
献
す
る
学
生
の
取
り
組
み
や
学
生
視

点
を
取
り
入
れ
た
学
生
参
画
型
質
保
証
の

実
践
を
紹
介
し
た
。
い
ず
れ
も
、
学
生
が

主
体
的
に
関
与
す
る
好
例
で
あ
る
。
学
生

に
と
っ
て
も
実
践
的
な
課
題
解
決
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
学
び
や

気
づ
き
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

学
生
は
単
な
る
受
益
者
で
は
な
く
「
質
保

証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
」
と
の
認
識
は
、

大
学
関
係
者
の
間
で
も
十
分
に
浸
透
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
加
え
て
、
大
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
意
思
決
定
と
い
っ
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
へ
の
学
生
参
画
に
は
、

な
お
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
と
は
い
え
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
先
進
的
な
事
例
が
す
で

に
存
在
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
注

目
に
値
す
る
。
本
特
集
が
大
学
関
係
者
の

意
識
変
革
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会

委
員
・
慶
應
義
塾
広
報
室
長 

河
越
英
代
〉

◆
24
時
間
利
用
が
で
き
る
施
設
を
運
営
し

て
い
る
大
学
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
特
に
利
用
者
の
様
子
な
ど
を
知

る
機
会
は
少
な
く
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か

は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

今
回
の
小
特
集
で
は
、
24
時
間
利
用
で

き
る
施
設
の
概
要
に
加
え
、
設
置
の
経
緯

や
利
用
の
様
子
、
展
望
な
ど
に
も
触
れ
て

い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
り
方
を
検

討
す
る
各
大
学
に
と
っ
て
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
の
大

学
に
お
い
て
も
社
会
や
学
生
の
気
質
の
変

化
に
あ
わ
せ
た
運
用
を
心
が
け
て
お
り
、

決
し
て
、
24
時
間
開
放
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
。
通
学
や
食
環
境
の
課
題
解
決
も

視
野
に
入
れ
運
用
し
て
い
た
り
、
空
間

的
・
時
間
的
制
約
を
取
り
払
い
、
情
報
技

術
を
活
用
し
な
が
ら
学
び
を
効
率
化
さ
せ

て
い
た
り
と
運
用
の
目
的
も
多
様
化
し
て

い
る
。
本
小
特
集
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

が
抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
、「
24
時
間
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
」
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学

時
報
分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩
事
務

部
多
摩
事
務
課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
株
式
会
社
み
ず

ほ
銀
行
の
大
櫃
直
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
。
若
手
経
営
者
と
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
を
立
ち

上
げ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
次
世
代
の
経
営
者
育
成
を
通
じ

て
、
日
本
経
済
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て

い
た
。
誰
に
対
し
て
も
真
摯
な
そ
の
姿
勢

と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
行
動
力
は
、
ま

さ
に
“
リ
ア
ル
半
沢
直
樹
”
で
あ
り
、
と

て
も
刺
激
的
で
あ
っ
た
。

覆
面
形
式
で
実
施
し
た
座
談
会
で
は
、

異
な
る
業
界
か
ら
大
学
へ
転
職
し
て
き
た

中
途
採
用
職
員
の
方
々
に
ご
登
壇
い
た
だ

い
た
。
大
学
業
界
の
組
織
風
土
や
文
化
な

ど
に
関
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
や
戸
惑
い
に
つ
い

て
率
直
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
前
職
の
経

験
を
活
か
し
て
新
た
な
視
点
で
大
学
に
変

革
を
起
こ
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
同
じ
大

学
職
員
と
し
て
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。

今
後
、
激
変
す
る
大
学
業
界
に
お
い
て
、

未
来
を
切
り
拓
く
鍵
と
な
る
の
は
、
伝
統

と
規
範
を
尊
重
し
つ
つ
も
失
敗
を
恐
れ
な

い
行
動
力
と
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
る

柔
軟
さ
を
も
つ
大
学
職
員
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務

局
・
梅
村
学
園
出
向 

𠮷𠮷
田
匡
孝
〉
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 學
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

編集人 音　好 宏（上智大学文学部教授）

発行人 森　康俊（関西学院大学学長）

発行所 一般社団法人 日本私立大学連盟
〒102-0073　東京都千代田区九段北4－2－25
　　　　　　　　　　　　　　　  私学会館別館
電話 03－3262－8672  FAX 03－3262－4363
　　　　　　　  https://www.shidairen.or.jp

編 集 株式会社 WAVE
〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田3－3－20
　　　　　　　　明治安田生命大阪梅田ビル3階
〒105-0001　東京都港区虎ノ門2－2－1
　　　　　　　　住友不動産虎ノ門タワー20階

第74巻423号（通巻436号）
令和7年7月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁・乱丁本はお取り替えいたします。

2025／7月号大学時報 University Current Review

（118大学 令和7年7月20日現在）

（中央大学文学部教授）
（法政大学多摩事務課課長）
（上智大学ダイバーシティ・サステナビリティ推進室室長）
（関西大学総合企画室広報課長）
（関西学院広報部企画広報課課長）
（慶應義塾広報室長）
（明治大学経営企画部広報課長）
（立教学院総長室渉外課課長補佐）
（立命館大学総合企画部広報課長）
（専修大学文学部教授）
（大正大学理事長室室長）
（東洋大学社会学部教授）
（津田塾大学経営企画課課長）
（早稲田大学エクステンションセンター事務長兼
コンティニューイング・エデュケーション推進室課長）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）

松 田 美 佐
須 藤 智 徳
藤 野 　 圭
玉 村まゆか
中 谷 良 規
河 越 英 代
野見山智道
大野百合子
勝 屋 藍 太
山 田 健 太
高 橋 慈 海
大谷奈緒子
中 條 賢 二

小 泉 邦 人

春 名 貴 明
加賀崎奈美
長 尾 早 姫
　 田 匡 孝



一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 學
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

編集人 音　好 宏（上智大学文学部教授）

発行人 森　康俊（関西学院大学学長）

発行所 一般社団法人 日本私立大学連盟
〒102-0073　東京都千代田区九段北4－2－25
　　　　　　　　　　　　　　　  私学会館別館
電話 03－3262－8672  FAX 03－3262－4363
　　　　　　　  https://www.shidairen.or.jp

編 集 株式会社 WAVE
〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田3－3－20
　　　　　　　　明治安田生命大阪梅田ビル3階
〒105-0001　東京都港区虎ノ門2－2－1
　　　　　　　　住友不動産虎ノ門タワー20階

第74巻423号（通巻436号）
令和7年7月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁・乱丁本はお取り替えいたします。

2025／7月号大学時報 University Current Review

（118大学 令和7年7月20日現在）

（中央大学文学部教授）
（法政大学多摩事務課課長）
（上智大学ダイバーシティ・サステナビリティ推進室室長）
（関西大学総合企画室広報課長）
（関西学院広報部企画広報課課長）
（慶應義塾広報室長）
（明治大学経営企画部広報課長）
（立教学院総長室渉外課課長補佐）
（立命館大学総合企画部広報課長）
（専修大学文学部教授）
（大正大学理事長室室長）
（東洋大学社会学部教授）
（津田塾大学経営企画課課長）
（早稲田大学エクステンションセンター事務長兼
コンティニューイング・エデュケーション推進室課長）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）

松 田 美 佐
須 藤 智 徳
藤 野 　 圭
玉 村まゆか
中 谷 良 規
河 越 英 代
野見山智道
大野百合子
勝 屋 藍 太
山 田 健 太
高 橋 慈 海
大谷奈緒子
中 條 賢 二

小 泉 邦 人

春 名 貴 明
加賀崎奈美
長 尾 早 姫
　 田 匡 孝




